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ケプカマルクピカミキリを 

長野県戸台にて採集 

川田一之 

ケブカマルクビカミキリ Atimia okayamensis Ha . 
YASHI は1972年，岡山県下における標本を基に記載され 
たヵミキリで，現在まで同県以外の記録を聞かない。 

筆者は岡山県よりかなり離れた長野県上伊那郡戸台で 
本稀を採集することができたので，その記録を報告して 
おく。 

1$,長野県上伊那郡戸台， 2. 1974 

岡山県下における本種が平地〜低山で採集されている 
のに対し，同地戸台は南アルプス仙丈岳の登山口として 
知られているようにかなりの深山で中山带に厲し，そう 
いった点からも興味深いと思われる。 


左：茲野 ft 戸台産右：岡山県産 

採取した当時は分布が離れていること，および中山带 
で得られたことより，日本産のもう1種の東 
京都下奥多摩より記載された fujimurai ヒも思っ t こ 
が，岡山産のものと比較した結果，何ら変わるところが 
ないので本沌と同定した。本屈の分類における大きなポ 
イントの一つと して，上翅の斑紋の差異があげられてい 
るが（本個体は芩の示す通りほぽ冋様)，岡山のもの 
を兑比べていると，斑紋の出方については個体により差 
が少なくないように思えた。将来，岡山県以外の各地の 
Atimia が多く採浓されるようになり，その慄本を比較 
することによって本種と A. fujimurai との関係.分布 
等の問題が解決されていくことを期待したい0 

なお，笮者の採粜したものはつる性の植物の花（サル 
ナシ？）をすくって得られた。岡山における设初の個体 
も コバノミツバツツジの 花上で得られたものであったこ 
とから，本補の訪花性について興味をもち，ピノキュラ 
一で岡山産の個体を調べてみたところ，口器近くに花粉 


の付若が認められるものを発見した。岡山では，ネズミ 
サシの衰弱木に集まる生態の発見により，多く得られる 
ようになってから，訪花については偶然視されているよ 
うであるが，本種が花をすくって得られたことは，あな 
がち，まったくの偶然とは言えないかもしれない。 

末文ながら，本文のために比較標本を見せて下さった 
下村徹.深町宗通両氏，いろいろと御教示頂いた藤田宏 
氏に御礼中し上げる。 
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--網 集 後記- 

〇例によつて,だいぶ遅れてしまいました。しかし，今 
号は“反カミキリ”体制となり，雑甲虫愛好家には喜ん 
でいただけたと思います。 

そうかと a って，カミキリをしいたげているのではあ 
りません。ついに第2会誌登場/——近々発行されるこ 
の第2会誌には，カミキリの記事で埋めつくされていま 
す。それにしても雑甲虫の投稿が少ないですネュー。 

ELYTRA 次号は益本仁雄氏による台湾産贺虫類のリ 
ストがトップ記事です。ご期待を0 

(商桑正敏記） 
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